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Ⅰ.はじめに

本稿は、筆者が東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校での副校長在任期間（平成17年４月～平

成23年３月、特に国立大学の法人化における第Ⅰ期中期計画施行期間と重なる）を中心に、その

母体となる東京芸術大学音楽学部の同計画の趣旨に則り、附属音楽高校において実施した生徒の

音楽（演奏）対外活動について、その実施記録としてとりまとめたものである。

同計画については、年度毎に計画及び報告をその都度、大学に提出済みであるが、今回は内容

について拡張・加筆等を行った。また、平成16年、本校が創立50周年を迎え、記念誌の編集・作

成に当たった折、資料不足を実感した経緯もあり、いずれ行われる周年行事の際の資料として少

しでも活用できればとの思いも念頭に入れつつ執筆に当たった。

また、校内における演奏会等の記録は、学校案内等を初め、種々の書類に託されることが期待

されるが、校外で行われるものについては逐一の記録が残り難いこともあるため、特に校外で行

われた活動を中心に集約した。したがって、全体を通して実施記録をその旨とし、今後の検討課

題等については、その一部を記述するに留めた。

なお、執筆に当たっては、当初から特に運営面においては管理職として、また、音楽科教員と

しては実践的な部分で、それぞれの立場から、その観点や視点による執筆を予定していたこと、

さらに同中期計画の実践結果をもとに、次期第Ⅱ期中期計画への実施に向けて、音楽高校として

の特性や、対外的な関わり等における懸案諸事項について（特に演奏修学旅行についてはその実

地検証を踏まえ）、第Ⅱ期中期計画中盤において中間報告を行う予定であったこと、そして諸事情

により基本的には、先に述べたように後述の一部検討課題を除き、全体としては実践報告に留ま

ることになった経緯も予め付記する。

Ⅱ.第Ⅰ期中期計画との関連事項

１.第Ⅰ期中期計画

「附属音楽高校としての目標」

（１）教育基本方針

① 将来の優れた演奏家や作曲家を育てるべく、専門実技などの音楽専門科目の早期教育を行

い、音楽理論・音楽史などの音楽科目とともに、普通科目の教育や特別教育活動を通して、

高い教養と、魅力的な人間性の涵養に努める。

② （略）

（２）教育研究活動成果発表の推進

① 定期演奏会、室内楽演奏会等の機会を強化し、附属高校の教育成果の公表に努める。

② 全国芸術高等学校長会の音楽小部会（全国音楽高等学校協議会）の理事校として、全国の

音楽教育を推進する。

（以上、一部省略）

２.本校の概要

・正式名：国立大学法人東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校

・生徒数：約120名（各学年40名定員、全３クラス）

・教員数：10名（普通科４名、音楽科５名、養護教諭１名、他に音楽学部の教員、及び非常勤

講師、総計約100名）

・専 攻：作曲、声楽（平成15年度～同24年度設置）、ピアノ、弦楽器（ヴァイオリン・ヴィオ
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ラ・チェロ・コントラバス・ハープ）、管打楽器（フルート・オーボエ・クラリネッ

ト・ファゴット・サクソフォーン・トランペット・ホルン・トロンボーン・打楽器）、

邦楽器（箏曲・尺八・長唄三味線・長唄・邦楽囃子）

・特 徴：高等学校教育課程を基本に、前述の基本方針に則り「将来の優れた演奏家や作曲家

を育てる」ことを目標とする。実技指導は基本的に音楽学部教員が行い、生徒全員

が各専攻の専門教育（個人指導）を受ける。在学中の３年間を通して個々の生徒を

大学教員が直接指導する授業形態は、国立大学附属学校の中でも希有な存在といえ

る。

Ⅲ.実践記録

以上の状況下において、主に平成16年から同24年にかけて実施した音楽（演奏）活動状況につ

いて以下記す。（演奏修学旅行については、同行事立ち上げの際に筆者が検討委員会の長として提

案資料等の作成にあったことから、その経緯についても記す。）

１.定期的な演奏活動

（１）演奏修学旅行

① はじめに（「演奏修学旅行」実施までの経緯）

本校の修学旅行は、その日程（３泊４日）に「演奏活動」を（１日）含むものとして平成16年

（2004年）より「演奏修学旅行」として実施してきた。

平成15年（2003年）、本校行事検討委員会において、「演奏修学旅行としての提案」～主旨（次

項ア．参照）により、修学旅行を「演奏修学旅行」（演奏旅行と修学旅行を合体）として実施する

ことを同検討委員会より職員会議に提案し承認された。

また、演奏修学旅行を本校の定例行事として提案するに当たり、（本校の）修学旅行の歴史につ

いて調査した結果、「演奏旅行」としての実施例はあるが、「修学旅行」としての位置付けによる

実施例はとくになかった。そこで、日本の学校教育における「歴史的背景」に関する資料（後述

イ.参照）を用意し、職員会議において提案した。

ア. 演奏修学旅行としての提案」～主旨（平成15年、職員会議への配布資料から）

１)音楽高校として特色ある学習の場となる修学旅行にするために、また、本校を積極的にア

ピールするためにも、演奏旅行と総合学習（後述、ウ.参照）の双方の学習を取り入れるこ

とで、本校独自の修学旅行の可能性を考える。

２)従来の修学旅行では、北海道や沖縄において若干の音楽の体験学習が取り入れられてはい

るが、それはあくまでも一般向けの域を越えることはなく、音楽高校としての特性を生かし

た修学旅行とは言い切れないものであった。

３)音楽的レヴェルの高い演目の鑑賞や体験学習、講演を聞くことに加えて、本校の第一の特

色である演奏による発表ができることは、生徒にとって大きな学びとなることが期待される。

イ.歴史的背景等について

本校の職員会議（平成15（2003）年）において、「『修学旅行の本来のねらい（意義・歴史）』と

『本校の特性を鑑みた（演奏）旅行』についての考察と提案」とする参考資料として配布。また、

その後、全国国立大学附属学校高等学校部会（平成22年10月22日・23日、広島大学附属福山高校
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主幹）では、「音楽高校の特性を生かした『演奏修学旅行』の実践―修学旅行の意義・歴史から

鑑みる」（一部加筆）と題し、下記の資料を配布し発表した。

（資料）

１.修学旅行の変遷・歴史

・起源－東京師範学校－宿泊を伴う校外学習「長途遠足」（明治16年２月実施）

・法的－明治21年８月「尋常師範学校設備準則」

・内容－「兵式体操」と共に、博物の観察・採集、文化財・文化遺跡の見学、各地学校の訪

問見学等の学習に重点が置かれる－従来の「行軍」や「遠足」に現地での様々な学習を加

味したもの → これが全国に「修学旅行」と換言し急速に普及

・東京師範学校尋常中学科設置（旧制附属中学校）（明治21年９月）

同上における最初の「修学旅行」（明治28年）

明治36年 「修学旅行」として組織化

以下、同「学校一覧（要覧）」より

・明治38年「学校一覧（要覧）」～「旅行遠足に関スル内規」－学校行事として位置付け

・昭和24年「学習の場としての修学旅行」の確立（新学生制度の発足とともに）

全16項目にわたる研究課題（社会、国語、理科的内容等による）

・昭和51年 修学旅行の位置付け、ねらい、企画、運営、指導組織等の具体的内容を提示－

教科を中心とした独自のコース設定－修学旅行の確立期

（以後、これを基本とし現在に至る）

・現在のコースと内容（３泊４日、関東圏）

文学コース （国語科） （川端康成、太宰治、井上靖）

産業コース （社会科） （環境問題）

自然コース （理科） （水質調査）

勤労体験コース（技術・家庭科） (体験学習）

芸術コース （音楽科・美術科）（創作、演奏・発表、音環境）（昭和57年～）

・音楽科による音楽コースの概略

活動の形態と学習・活動例（創作活動、演奏活動、調査研究活動）╱旅程・日程（訪問

地の活動の概要）╱事前学習（事前学習の日程、内容、課題、準備・作業）╱事後の指

導、他

→文字通りの「修学旅行」として実施

特徴：教員による綿密な実踏調査の実施╱教科学習と深く関わる内容╱旅行会社の介

入なし╱所謂、観光は行わない

（以上出典：筑波大学附属中学校著「修学旅行と校外学習」～音楽科編：木部敏司執筆より）

２.修学旅行の意義と位置付け

・宿泊を伴う校外における学習（３泊４日）
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・当該学校の特性による位置付けの明確化→演奏の機会を設けること

・総合学習の時間を一部運用

３.音楽高校としての修学旅行（演奏旅行）実施の必然性と他校の実態など

・法人化後の芸大の方針－世界に発信（世界発信プロジェクト、他）

・大学改革（世界同時進行）、中期計画、高等教育のグローバル化（国際化）

→当該校の基本方針の明確化

・大学との連携（中期計画）

→大学との連携・協力の強化に関する具体的方策の明示の必要性

・国際化－海外の重要地点に拠点の設置、国際レヴェルでの交流

・海外旅行の出張費用

１)従来は文科省に要求→法人化により、むしろ（経営母体である）大学に直訴することが

好ましい （「文科省への要望書」（17年度、及び18年度版参照－配布済）

２)従来の国内旅行の公費＋不足分の補充の要求

３)寄附金の運用

・他校（音楽高校）の実態

１)京都市立堀川音楽高校（学校案内コピー配布済）ウィーン・他、２年生対象、毎年実施

２)東京音楽大学付属高校

ハワイ大学（提携校） ７月10日頃～20日頃（７泊９日）、２年生対象

内容：日系の老人施設等で演奏（ボランティア体験）

室内楽、合唱等（楽器は自己管理）、語学研修旅行も兼ねる

他の宿泊を伴う行事－１年生：２泊３日（近郊）、３年生はなし

３)東京都立芸術高校

宿泊行事は２年生（音楽、美術２クラス合同）の修学旅行のみ

９月に文化祭（公開）

４.本校の今後の修学旅行について（注：この項、職員会議資料）

修学旅行の「本来の意義」、及び音楽高校としての「特性」を鑑み、今後は「演奏旅行」（海

外）に移行していくことが望ましいと考える。

（注：以下は全附連資料）

５.本年７年目を迎える本校の演奏修学旅行

（略）

６.今後の課題

（略）

ウ.総合学習との関わり

総合学習が教育課程において必修となった折、当初より音楽活動そのものが、実は「総合学習

そのもの」であるとする理念に基づき、そもそもは総合学習の一環として本校教育課程に設定し

た。そのうえで、各教科と演奏修学旅行との連携による下記の年間計画を考えた。
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・第１学年前半：各教科計画

「上野を知る」「文学散歩」（国語科）、「作曲家の生きた時代と社会」（社会科）

・第１学年後半：演奏修学旅行計画

１年先の演奏修学旅行に向け、旅行計画や旅行業者との諸交渉を行い、総合学習やHRの時間

に計画を立て始めるものとする。

「具体的な準備内容等について－例」

・演奏修学旅行しおりの作成、プログラムの企画、作成（曲目解説）、先方との諸交渉、チラシの

作成、ゲネプロ・本番のスケジュール作成、ゲネプロ・本番のステージ・マネジメント、受付

係、その他（訪問先の歴史、風土、文化、音楽等々の学習、他）

・総合学習の時間に報告会を行い、報告演奏（事前演奏）、各種報告発表を行うものとする。

エ.その他

演奏修学旅行の実現に当たっては、「学校としてのカリキュラムを構想した上で、その教育目標

に沿った修学旅行を実施すべきだ」とする、日本修学旅行協会シンポジウムにおける横浜国立大

学附属教育実践総合センター研究員、三浦修一氏のご意見や、各機関主催の修学旅行研究会等に

出席するなどして、実施に向けての参考とした。

② 演奏修学旅行実績

１）「実施場所・交流先」一覧

・平成16（2004）年度：演奏会場「沖縄」、交流団体：沖縄県立芸術大学音楽学部

・平成17（2005）年度：同「札幌」、同：ＨＢＣジュニアオーケストラ

・平成18（2006）年度：同「秋田」、同：国際ソロプチミスト

・平成19（2007）年度：同「新居浜」、同：国際ソロプチミスト新居浜、愛媛新聞社、新居浜市、

他（以上、共催）

・平成20（2008）年度：同「沖縄」、同：沖縄県立芸術大学音楽学部

・平成21（2009）年度：同「長崎」、同：長崎活水高等学校

・平成22（2010）年度：同「京都」、同：京都市立堀川音楽学校

・平成23（2011）年度：同「福岡」、同：福岡女学院

・平成24（2012）年度：同「広島」、同：広島エリザベト音楽大学

２）「実施記録」

○平成16（2004）年度「沖縄」

10月１日（金）18：30開演╱会場：沖縄県立芸術大学音楽学部奏楽堂╱演奏会名：沖縄県立芸

術大学音楽学部＆東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校交流演奏会╱演奏曲目：（本校生徒）

宮城道雄：春の海╱ラフマニノフ：２台のピアノのための「組曲第２番」作品17より╱ヒンデミッ

ト：５つの管楽器のための小室内音楽 作品24の２より╱芥川也寸志：弦楽のための三楽章╱

（沖縄県立芸術大学音楽学部）琉球古典音楽斉唱、若衆踊り、他、琉球古典音楽独唱、組曲、雑

踊り、他
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○平成17（2005）年度「北海道」

10月２日（日）（演奏修学旅行初日）18：00開演╱演奏会名：「東京芸術大学音楽学部附属音楽

高等学校＆HBCジュニアオーケストラ・ジョイントコンサート」╱会場：ホール「かでる２・７

（北海道活動センター）」╱主催：東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校＆HBCジュニアオー

ケストラ・ジョイントコンサート実行委員会╱共催：HBCジュニアオーケストラ╱後援：東京

芸術大学音楽学部附属音楽高等学校同窓会・響和会・響親会・HBCジュニアオーケストラ父母の

会╱公演対象：一般聴衆（座席数500余り）╱演奏曲目：（本校生徒）ラヴェル：木管五重奏 組

曲「クープランの墓」より 第１、３、４楽章／プーランク：２台のピアノのためのソナタ／ヴィ

ヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲「四季」より春・秋／（ジュニアオーケストラ）グリンカ：歌

劇「ルスランとリュドミラ」序曲／（合同演奏）チャイコフスキー：バレエ組曲「くるみ割り人

形」より（筆者引率）

○平成18（2006）年度「秋田、北海道」

10月１日（演奏修学旅行初日）18：00開演╱演奏会名：秋田県国際ソロプチミスト主催「秋田

チャリティーコンサート」╱会場：秋田市内アトリオンホール╱演奏曲目＝モーツァルト：「フィ

ガロの結婚」序曲╱同：ピアノ協奏曲 第９番 KV271╱チャイコフスキー：弦楽セレナーデ

ハ長調 作品48╱ラフマニノフ：２台のピアノのための組曲第２番 ハ短調 作品17╱宮城道

雄：さらし風手事／網守将平（本校作曲専攻生徒）：六重奏曲（筆者引率）

○平成19（2007）年度「四国、中国、九州」

新居浜市市制施行70周年記念」９月30日（日）14：00～╱会場：新居浜、愛媛県新居浜市民文

化センター（中ホール）╱演奏曲目：長唄鏡獅子╱バッハ：ブランデンブルク協奏曲 第５番╱

モーツァルト：ディヴェルティメント第11番 アンダンテとメヌエット╱チャイコフスキー：バ

レエ組曲「くるみ割人形」～２台のピアノための～（エコノム編）より╱生徒作品╱指揮：小田野

宏之（筆者引率）

― ―41



平成19（2007）年度実施チラシ（「新居浜市市制施行70周年記念」)

― ―42


